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169.出土資料の保存と活用

一後編一

4.織物質繊維製品の保存

衣類や谷昔話などの生前!日以には、航物の綴織を素材

にした称i物が多〈ある。こうした釧物の素材や製作技

法iま多機であるが、{臨め材質のものに比べて腐朽しや

すいため泣存しいくく、 f，1f究のための資料も 限られて

いるのが現状である。

縄文11寺代からみられる制物の資料として 、土a:fの底
部に痕跡として残された網代の圧痕や、カゴを索地と

して漆で回めたftlillEii奈絡などの存在Ii古くから知られ

ていた。これらの資料では、織物質の績維自体が遺存

している二とは少ない.

j!i年の発f癌i鋪伐の傾向として、低i;池や湖底遺跡な

ど遺跡の立地によ勺て、ょうした縞物質繊維製品の出

ニ1:.1.1<多〈みられるよう 1・な ってきた.当時、生活用具

が廃棄されたあとJkiieけの状態で、しかも大気と遮断

きtt'.'t・1すされてttr.没 したもの{持続制iの状態も良好であ

リ、組絞めtd/.r，u，可能な Lのがある。

発抗it;ti'Hfのj勉位でこうしたi遊物がl1l土した場合、ま

ず 18:~・I 日泌を~けるとともに位燥に注1まするなど適切

な処訟を始iすことが必~である。長期間H~没していた

悩物の*1&141;や机織はも亀I[iまで劣化して主主リ、ひとたひ'

l比燥すればその形状を似つことなく崩壊する"

~~Il物をはじめと司る悦物n総統製品の保存処f裂の実

例として、 i立物のi似り上げから '恒久的な保存処~llにい

たる災{仰を惚併する。

中主町光本LI宇治制;~I'\ 1:の .~p行*は、地下水をEAE百に

含むシ Yレト'l'tおよび仙 1:1'(からなる腕に埋没していた

ため良好な状態を保っていた。 LU土した造物が非常に

11危羽化していたため、現場での取り上げの処笛を絡す

とともに、久的な(~(?処攻を;夫総することになった.

逃物のi以リ上げは、木製品や巡椛の-1;1)取 1)保存に使

用される破!tt発j包ウレタン防総をil~い、造物の保存処

授に1;1P 1:.じ手r，ai去を泌J;jした.

まず、乾燥を避けるために現場て・の尖測と写奥，撮影

を迅速に終了 した.取 t)上げにさいして遊物を保護す

るため柔らかな紙を水11<リして養生した。

柳行李の出土状況(中主町光相寺遺跡)

紙の張り付け作興

発泡硬貨ウレタン樹脂で樹包
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PEG含漢の準備(保簸材の取り付け)

L111¥ 

PEG含浸開始

PEG含浸終了(1年後)

保存処理終7

一一一ーー耳
鳴

次に取り上げの範図を決め側識を設け、周閤に枠を

つくり、硬質発泡ウレタン悦賄を流して遺物を保穫し

槍包した.さらに遺物の下 5cm程度土を残し、側面か

らジャッキを使って欽紋を挿入し地面から切り放して

現場から搬出した.

室内の作業として、持ち帰った遺物を反転させた状

態で裏面にある土を厚さ 1cm桂皮まで削リ取った。こ

れは遺物の重量の軽減をはかるための処訟である。さ

らに底面の支持と補強のため、法腹部をエポキシ系接

着剤(アラルダイト GY 1225ー JP)とガラス繊維で

つくり裏打ちとした.この磁汀ちの硬化後に造物梱包

用のウレタンを除去し、さらに後生として吸った紙を

剥がし茨衡の状態を磁総した.

PEG含波法による保存処:f1l!の的地利Hとして、この

状態でPE G30%水i~illi を 1 巡II1J に 1 rmnl主塗布しな

がら、内部の水分と PEGとを徐々にi泣き換えていっ

た。次{こ PEG合渋処訟に移るのであるが、起I物であ

る編物を支えるものの大半が土であることから、処灘

中の遺物の解体と流出を防ぐため全体を繍包すること

にしfょ。

まず前述のエポキシ防防を用いて逃物表簡の形状に

合わせ型取リを行い、処理I!中に PEGの流通をよくす

るため、この砲にドリルで多数の穴をあけ、この~と

遺物の聞に不純布をはさみPEG含校タンクに入れ、

PEG波度が約40%から処理を実施した.なお含浸処

理の期間IH~10ヶ月を裂した.

含浸処理後表衝をトリクレンで洗浄し、展示 ・保管

ができるように支持台をつけた.二うした純物質繊維

製品の保存処理!の例として、 j!i:i工八崎市 ・勧学院遺跡

における奈良時代の井戸内から:Hi:した柳行李がある。

柳行李 ・保存処理後

(近江八備前勧学院遺跡)
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5. 土廃断函の剣ぎ取り転写

遺跡の土層i止、白書長の地税状態のみならず、貝塚や

住居跡など当時の生活の主主湖tをよく反映している。発

栂調査において、各時代の逃械や逃物を含む土層を分

類し、府位や成り立ちの過税を正確に把握する ζ とが

基本である。また、土j曹は泣械の成立や構造を客観的

{ニ説明できる i~t:[{な資料でもある。しかしながら、調

査の終了とともに土層は再び地下に埋もれてしまい、

直接見る機会が失われる。

土層の記録{主、これまで~l~ゃ笑 ifliJ図によるいわば

間接的な記録にとどまっていた。とくに資料的側イ直の

潟い土1習などは、なんらかの形で保存できないものか

噴砂跡断面(新旭町針江浜遺跡)

条IJぎ取りの準備(断面の平滑化)

最IJぎ取り淘jの噴霧(ウ レタン系)

が研究されてきた。土層を争IJぎ取る合成樹A制緩浴剤)

の開発は、 i立跡の履歴である土居を谷易に薄くがlぎ取

って残し、翻査の終了後も客観的に土居の鋭祭ができ 、

遺跡 ・遺織の機i査を説明するために広〈活用されるよ

うになってきた。

こうした土層の剥ぎ取り転写の実例を次に紹介する。

新旭町針江浜巡航、は、初l惨から刈IJuまにかけて広がる湖

底追跡である。発栂調査は、湖岸から約 200mi~'合い

の湖底において鏑矢板で区砲し湖水を排出して実施さ

れた。ニの地域は、清水による試綴潟査によって、縄

文時代から弥生H寺代にかけての漣没林の存在が明らか

になっていたt也点である。

豊IJぎ取り斉IJの塗布(エポキシ系)

布張り作業(裏打ち)

断面の表面洗浄(章Ijぎ取り後)
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この針江遺跡の発仮調査で、標高81.5m付近て・弥生

時代のをE没林が検出され、さらに下層から大規模な池

袋による噴砂の跡が発見された.噴砂とは、震度6以

上の池袋のさい、水を含んだ砂層が上層の堆積層にお

さえられながら滋し〈娠動することにより、上層の粘

土層を突き破って砂が唄出する現象である.

こうした地震E療の保存を g的として、噴砂断面の，*，J

ぎ取 I}事長写を尖h1'liした.同ii't椛li、平商的に旧地表面

において闘が約 2mの噴砂が東北から南西方向に長さ

30m桂皮泊干干していた。断前での鋭事実では、砂の層が

キノコヰ犬になっており下!替の砂レキ層から幅約20cmの

砂の伎が上1mに(I'Jけて走っているのが鋭祭できた。

土暗転写の工総として、まず転写の対象断簡を平治

に削')出し、 j昆il到なニヒ屈の制lぎ取りが可能なウレタン

系{(<tJぎ取り斉'J(トマック NSー10)のアセトン溶液

を噴霧し、土松の股Ix長をはかった。次 ~Iニエポキシ系

争1Jぎ取り斉1J(トマヴク N R -51)をハケで塗布した。

このf~~J ぎ取り高1J を冬今にハケ !!I!.で使用する場合i立 、 粘

j交の低いものが作J定住が向い。

硬化後にガーゼで袈打ちによる補強を行い、さらに

第 2 回目の制ぎ取り ~Jの主役布を行 っ た。この樹脂の硬

化時間 li 作業時の会ti~に 1Lおされやすく、とくに夏M

Ii急速に硬化がjJf行し樹脂自体が高温になるので注意

が必姿である。

塗布後1日が経過して、完全に硬化したのちに土層

断面から*~J ぎ取リ J ロ ール.:t~・に巻いて現場より僚出し、

転写断面を水で洗浄し表補に付約した過剰な土砂を洗

い流した。乾燥後にパネルに綴り、土事立チの納、強およ

びJ首位鋭察をしやすくするため表而処理を施した。加j

g取り院fi循に{寸泊したよ純の鋭24によれば、下l習の砂

レキがf色裂に沿って並んでいる4様子がよくわかる。

この 1噴砂.fJl.~を Jft. I! した.11!!誌の I1事 l~lについては、は

ぽ弥生時代中ごろと巧・えられる。こnまで県内におけ

る峨砂税者見I:t.数ヶ月j'で櫛総さ H.ており、今後逃ぷ1の年

代を決めるJ行t黙となる可能性と、遺跡の成凶に新しい

見地をもたらすことが々えられる。とうしたJ由民跡研

究には、劇場におけるよ府のllI.~混と資料の者汀i'tが必要

とされる。

日時や河川li亦などの土Jcl断1Mで、 j古物が包含された状

態のもので当時の地鎖状況がよく犯磁できるものがあ

る。断面の剥lぎ取り転写を:災地する際、その遺物が土

協の場合はさほど問題がないが、木製品や動植物など

が含まれるむのは変nや変形を1ミしるため遺物に応じ

た保存処理を絵たのちに、 -t.IM断簡にもどしてやるこ

6.遺構の保存

泣絡の保存には、型Eめ戻しによるものと露出した状

態で見学できる方法がある.いずれも遺跡 ・遺構の保

存の考え方や工法、さらに活用方法などに錐しい問題

をかかえているのが現状である.

発織調査によって現れたiit械は、できる限り現状の

まま保存したいというのが一般的な心的であろう。し

かしながら、地下に埋もれて長年平衡した状態で遺存

してきた遺械を、ひとたび発織し館:Jjさせることでそ

の安定が崩れることになる.すなわち雨が降れば土が

流され、乾燥すればヒビが入る.

通常おこなわれている法制の記録保存の方法として

は、 ~及J倣;μゃ尖m'J図の作成にとどまっている.発掘

調査の終了後にiit椛を客観的に復元するには、現在の

記録保存の方法で記録されたデータのnと訟ではとう

てい不可能と考ーえられ、そうした記鈷保存に11日え、遺

構の]形状をもとのまま保存する方法を研究することは

大変意義のあることである.

選総の保存には、巡u持を土ごと切り取リ、のちに樹

脂などで強化し移設する n法がある.この方法は、遺

構を切り取るため遺跡を摘めることになり、さらに遺

棋の規模が大きくなると盛枇がかさみ、また、取り上

げ後遺椛に亀裂が生じ易いことな どがあげられる。 ま

た、遺構が大規模になるに従って遺跡全体の保有1ニ関

わリ問勉が生じる ζ とむある.

一方、土層の断面転2]:法を立体的な対象物に応用す

る方法I主、巡t誕の狐(¥.6を紋，)、限にとどめるとともに、

重量が較〈、作業性が尚いことがあげられる。その具合

休的な処理例を次に紹介する。

栗東町 ・ 辻i立幼:における ~Î!J't時代の中 JUJから後JUI に

かけての竪穴式fili.'i奇跡から、 j立JJHけカマドが良好な

状態て'検，'Hされた。とくに習をき口や側J立がよく残って

必リ、当時の生活を似足するうえで武11'(な資料となっ

た。次に作業工伐を追って似介する。

住j汗跡i付に検:1¥されたカマドのj古川{よ、まず別取リ

f~~存する純闘を決定し、il'il以リのためのtJjJI旨がìì1ULIU

ないように問闘をダンボールやベニヤ桜などを胤いて

阻んだ。次にi立精にm表明i以リ刑(1硬貨発泡ウレタン)

を注入し型を取る。この11寺とくに入リ勾配になる部分

に注意し、型のl収リ外しが可能なように分別而を考慮

にいttt.ニ。
ウレタン樹脂の硬化i去、明を起こ して搬出した。室

内の作業にはいり、型を反転させ、凶~11こ f-t着した土

を*ilぎ取リ朋樹脂で強化し、ガーゼて・3短打ちを施した。

とか.o、要とな ってくる. さらにウレタン樹脂でほ郊をかき上Ifし、もう一度反

また断面の;fdl ぎ取りを~h1'liする場合、転写の目的を 転させ、当初の型を取り除いた。利容取リItfr補と問機

はっきりしておくニとが大切であり、展示方法など活 に表(i111処理!をJiUiし仕 tげとした。カマドに土器や務な

周のI(IIでも工夫が必裂である. どをおいてわかリやすいj必ぷを心がけた.
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7 .保存と活用

遺跡の立地条件や自然環境によって、遺t拷や遺物の

遺存状況は大きく友おされている。さらに出土f去の取

リ扱いや訟かれる越境によって、遺構や遺物は急、激な

変化を受lする.そうした変化をできるだけ避け、資料

的価値を維持するために恒久的な保存ができないかが

重要な課題となっている.

こうした見地から、出土すそ料を磁類.81)に大きく分類

し、その出土時から取りよげを経て、保存処理にいた

る実際例をいくつか紹介してきた.

保存処理における現状と問題点を経理してみると、

資料の材質や劣化状態から派生する問題と保存処理の

技術の問題、さらに保管 ・活用の筒からいろいろな問

題をかかえている。

保存処J:'~lにはいる ?JH抑制税として、 X線透過写真の

担~t)影や材位協~，J査などから新たな情報を得ることがある。

そうした制報を保存処理の災|慌の作業方針に役立てた

り、」5・古学の研究に.W磁的に手11mされる傾向にある。

鉄製品の場合、保存処理後もサピは進行してお I}、

保存処到に万全をJUIすのに加え、保管状況や展示環境

などi品j副交の管理も注意が必要である.

遺跡の立地や時代的な特徴にもよるが、木裂品iま形

態と大きさ、秘類li多織である.近年では、丸木舟や

建築材など大型の木製品の出土もあり、その活用に向

けてそれぞれの材質や形態に応じたきめ細かな保存処

理方法の開発や研究も必要である.

漆塗1)木製品li、倒々の資料によって材質や技法が

著しく築なりその処理も維しいものがある。漆絞は比

較的安定していても、話v'也が腐食している場合は変形

や制緩が生じ易い.しかしながら、古来より塗料とし

て按着剤として使用されてきた協は、その製作技法上

未解決の問題もあリ 1~mなまt科である。

織物質繊維製品のなかで制物などは、土樋とー休と

なって出土するよとから、まずその形状や組織を保つ

ζ とが恒久的な保存の第一歩である。木製品はもとよ

り、生活に絃消した制物などの資料I:t.、民俗資料との

比較研究も線組である。

発掘調査によって得られた成*1立、 tl:¥土地、物などの

一次資料と記録保存のための災illll図やTJ.・nなどの二次

資料があリ、相互に!刻.iiliづけられた保管と活用のされ

かたが必要である。さらに、記録保存の新伎の向上に

加え、迂I燐やi立物の保存と械極的な活用の道がl鈍かれ

木製品は乾燥させると資糾的価値が損なわれるため、 なければならない.

その保管に考慮しているのが現状である.腐朽した木

製品li取り披いが雌しく、従って活用 もおl限される。

資料の保管(保存処理中)

資料の保管・収蔵(保存処理後)
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逃物の展示 ・活用

遺備の展示 ・活用


